
１　受理通数の内訳等

　(1)受理通数の内訳

　　

　　 （単位：通、％）

通数 構成比 通数 構成比 通数 構成比

７年度 2,887 100.0% 2,167 75.1% 720 24.9%

６年度 3,337 100.0% 1,881 56.4% 1,456 43.6%

増減数 △ 450 +286 △ 736

（前年比） (86.5%) (115.2%) (49.5%)

（※１）「受理通数」は、この提案制度により受理した通数

　(2)過去５年間の受理通数等の推移
（単位：通）

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

8,684 6,685 4,994 3,337 2,887

5,583 2,343 1,963 1,881 2,167

２　提案の受理経路別内訳

　

通数 構成比 通数 構成比 通数 構成比 通数 構成比

７年度 2,167 100.0% 273 12.6% 1,886 87.0% 8 0.4%

６年度 1,881 100.0% 422 22.4% 1,436 76.3% 23 1.2%

増減数 +286 △ 149 +450 △ 15

（前年比） (115.2%) (64.7%) (131.3%) (34.8%)

３　年代別内訳

  
年代 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 計

人数 26 130 337 373 401 138 96 1,501

構成比 1.7% 8.7% 22.5% 24.9% 26.7% 9.2% 6.4% 100.0%

（※）提案のうち、年代を記載された、1,501名を対象とした。

令和７年度「わたしの提案」実績

　令和７年度の「受理通数」は2,887通で、前年度の3,337通に比べ450通の減少となりました。

年度
受理通数（※1） 提案通数 その他（※2）

（※２）「その他」は趣旨不明、白紙、商品紹介などで、提案として扱えず、課内回覧処理にとどめ
たもの

　50歳代が26.7%と最も多く、次いで40歳代が24.9%、30歳代が22.5%の順となっており、40歳代と50
歳代で全体の５割を超えました。

受理通数

うち、提案通数

（※）受理通数と提案通数の差は、趣旨不明、白紙、商品紹介などで、提案として扱えず、課内回覧
処理にとどめたもの

  令和７年度に受理した2,167通を「受理経路」別に見ると、フォームメール（インターネットを利
用して寄せられた提案・意見）が1,886通で、全体の87.1%を占めています。次いで、専用封筒等（郵
便により寄せられた提案･意見）が273通で12.6%となっています。ファックスは８通で0.4%となって
います。

（単位：通、％）

年度
提案通数 専用封筒等 フォームメール ファックス

（単位：人、％）
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４　回答希望の有無
（単位：通、％）

年度
回答希望

あり
回答希望

なし

７年度 1,231 1,656

(構成比) (42.6%) (57.4%)

６年度 1,193 2,144

(構成比) (35.8%) (64.2%)

前年増減数 +38 △ 488

(前年比) (103.2%) (77.2%)

５　提案（2,167通）のうち多かった項目について
　　
◇ モスク建設反対について　 637通

◇ 多文化共生について　 186通

◇ 障がい者への理解・支援について 78通

◇ 県立高校について 62通
　　※高校無償化を除く

◇ 騒音による迷惑について 35通

（注）なお、計数は、小数点第 2 位未満切り捨てのため、符合しないことがある。

受理通数

2,887

(100.0%)

3,337

△450

(86.5%)

(100.0%)
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